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本籍地の判明した妻の数を示している。ここからわかるように，24 世以降の男子 718 名の
うち，178名が「殤」（夭逝），59名が「未娶」（未婚）である。すなわち 24世以降の男子の


























男子総数 2 120 9 210 94 4 42 24 21 42 150 718
殤 0 26 6 50 19 2 12 6 10 12 35 178
未聚 0 8 0 23 2 0 6 2 1 2 15 59












































































































































































































同里（武進・陽湖） 2 4 5 67 30 1 2 3 3 17 64 198
241
無錫 2 2 4
金匱
江陰 2 1 7 2 1 13








金壇 1 3 4
溧陽 1 1 2
江蘇省以外
安徽 2 1 1 1 5
28
河南 1 1 2
吉林 4 4
湖南 1 1
山東 1 2 3
浙江 5 3 1 9
直隷 1 1
奉天 3 3




※留郷八房 31 世・趙壽康の妻・孫氏は道光 24 年生まれ，「揚州府泰興県人」（巻十，留郷八房世表第十四，33 頁）
と記されているが，泰興県は雍正 3 年に通州が直隷州に昇格したとき，如皋県とともに通州直隷州に属するよう
になった（前掲『清史稿』巻五十八）。
― 4 ― ― 5 ―







































































































































呉 6 1 7
長洲 3 3


























同里（武進・陽湖） 1 5 58 20 2 1 4 9 7 107
122
無錫  1 1
金匱
江陰  1 1 2








金壇 1 1 2
溧陽  1 1 2





吉林  1 1
湖南  2 2
広東  1 1
山西 1 1
山東  1 1
四川 1  1 2
浙江 6 1 7
直隷 1 1
奉天  2（1は正白旗） 2





































― 8 ― ― 9 ―
　「妻の本籍地」のうち，江蘇省内は 305 件（全体の約 91.5％）である。江蘇省外は，安徽
省 5，河南省 2，吉林 4，湖南省 1，山東省 3，浙江省 9，直隷省 1，奉天 3の 28件である。「娘
の夫の本籍地」のうち，江蘇省内は 145件（全体の約 86.3％）である。江蘇省外は，安徽省
4，河南省 1，吉林 1，湖南省 2，広東省 1，山西省 1，山東省 1，四川省 2，浙江省 7，直隷
省 1，奉天 2の 23件である。
　以上のように，妻の本籍地も，娘の夫の本籍地も，8-9 割が江蘇省内である。さらに，妻
の本籍地が常州府内なのは 241 件（全体の約 72.3％，江蘇省内の約 79.0％），娘の夫の本籍





1 人以上の妻がいたはずである。つまり 24 世以降の男子総数（718 人）から，殤（178 人）









































6世 7世 8世 9世 10世 11世 12世 13世 14世 15世 16世 17世 18世 19世
総計
浙江省 8 5 14 29 47  76 158 181 202 154  82 33  5 994
江蘇省  3 19  32  64  71  65  31  14 17  9 3 328
安徽省  1 　3 　8  13  19  19  11  2  1 77
河南省 　1 　3 　4  19  15  14  1 57
河北省  1 　4 　9  14 　7  10 　1  1 47
山東省  1 　2 　4 　3 　7 　5 　3 25
江西省 　2 　3 　2 　3 　1 　3 14
広東省 　1 　1 　4 　1 　1 8
湖南省 　1 　1 　4 　2 8
福建省 　3 　1 　2 6
山西省 　1 　4 5
四川省 　2 　1 3
広西省 　1 　1 2




総計 8 5 14 33 68 122 257 293 333 244 131 54 15 3 1,580
頼惠敏『清代的皇権与世家』北京大学出版社，2010年（39-40頁，表 2-2「陳氏姻親之地域分布」）より。









































































プール（pool of potential allies）」を築くために使われたと述べている23。また，1500年か












（A）同県 22 30.6％ 60 65.9％ 57 60.6％
（B）隣接県：同府 11 15.3％ 14 15.4％ 15   16％
（C）隣接県：異府  2  2.8％ 11 12.1％ 14 14.9％
（D）非隣接県：同府  4  5.6％  0 　 0％  4  4.3％
（E）非隣接県：隣接府  2  2.8％  1  1.1％  1  1.1％
（F）非隣接府： 31   43％  3  3.3％  0 　 0％
　　（同路） （0） （0％） （1） （1.1％）
　　（隣接路） （6） （8.3％） （2） （2.2％）
　　（非隣接路） （25） （34.7％） （0） （0％）
合計 72 100％ 89 100％ 91 100％
Robert P. Hymes, “Marriage, Descent Groups, and the Localist Strategy in Sung and Yuan Fu-chou,” 
in Patricia Buckley Ebrey and James L. Watson eds., Kinship Organization in Late Imperial China  1000-
1940, University of California Press, 1986, p. 103, TABLE 4.1 “Residences of Partners in Fu-chou 
Marriages”より。なお，表の題名では「住所」（residences）となっているが，本文の説明には，「双方の






世系 世 名 妻の父 1 妻の父 2 娘の夫 1 娘の夫 2
1 入城六房 25 趙申季 直隷順天府大興県・挙人・直隷邯鄲県知県：方宏
礼




3 殿撰公 27 趙侗 浙江杭州海寧州・二品廕生：陳善詒
4 殿撰公 27 趙仔敦 浙江杭州府銭塘県・進士・戸部主事：労宗茂
5 殿撰公 28 趙覲男 浙江嘉興府海塩県人・副都御史：陳世
倕
6 殿撰公 28 趙彙男 安徽泗州盱貽県人・歳貢生：李国縄 安徽泗州盱貽県・庠生：李世匜
7 殿撰公 28 趙守緖 浙江杭州府銭塘県人・河南藩庫大使：
黄宏任






9 殿撰公 29 趙球玉 浙江杭州海寧州・二品廕生：陳善詒 浙江杭州海寧州・陳容敬（字）
10 殿撰公 29 趙汝芬 安徽泗州盱貽県人・候選訓導：李式圍
11 殿撰公 30 趙学愈 浙江湖州府長興県・庠生：施春桃
12 殿撰公 30 趙学轍 浙江湖州府徳清県・庠生：蔡壽昌
13 殿撰公 32 趙興蕃 浙江金華府永興県挙人：潘国耀
14 殿撰公 32 趙国祥 山東済南府歴城県人・署陽湖県知県：
孫亮
15 殿撰公 30 趙焈 浙江杭州府海寧州：楊礼枋
16 殿撰公 30 趙学彭 山西平定州：張穆




18 太原公 27 趙健叙 浙江杭州府海塩県人・康煕丁丑科進
士・陜西西安府知府：徐容
19 太原公 27 趙倚敬 山東青州府諸城県人・康煕乙丑進士・
四川布政使司：劉棨
20 太原公 28 趙滙 広東潮州府海陽県・乾隆乙卯科進士・吏部郎中：
伝玉林
21 太原公 28 趙澧 四川・候補従九品：瞿烈光
22 太原公 29 趙濬発 奉天府海城県人：楊潔 奉天府海城県：鄭鐸
23 太原公 29 趙長発 高氏：吉林人
24 太原公 30 趙耀三 奉天府海城県人：任進才 吉林寛城子：肖亮
25 太原公 30 趙耀先 奉天府牛荘鎮人：馬璽 吉林人：魏邦先
26 太原公 30 趙仁基 湖南衡州府衡山県人・道光己酉科挙人・浙江補用
同知黄厳県知県：陳鍾英
27 太原公 31 趙夢寅 吉林寛城子人：高福智
28 太原公 31 趙夢麟 吉林人：杜福山
29 太原公 31 趙謙益 河南帰徳府永城県人・貢生：王鶴賓
30 太原公 31 趙煕文 直隷天津府天津県人・道光辛巳科挙
人・江蘇宜興県知県：馮翰
31 太原公 31 趙烈文 湖南衡州府衡山県・国学生：陳範
32 太原公 31 趙豫培 浙江紹興府山陰県人・国学生：何焌
33 太原公 31 趙宋培 山東済南府歴城県人・河南候選知県：
汪兆琛
34 太原公 32 趙頴 安徽徽州府績溪県人・寧国府訓導：胡
培系（聘）
35 太原公 32 趙実 湖南衡州府衡山県人・道光己酉科挙
人・浙江補用同知黄厳県知県：陳鍾英
36 太原公 32 趙文濬 浙江紹興府山陰県人：陳□□
37 企清公 27 趙東錫 安徽広徳州人・庠生：戈錦
38 企清公 29 趙光先 浙江□□府□□県人
39 念普公 26 趙彭詔 河南開封府祥符県：方綬
40 念普公 28 趙集巧 安徽寧国府旌徳県人・湖南長沙府湘郷
県婁底市巡検：汪良棟
41 留郷八房 29 趙芙初 浙江湖州府長興県：宋□□
42 留郷八房 31 趙誠之 河南汝寧府正陽県人：楊□□










　まず，殿撰公分世 27 世・趙侗 の娘の一人が陳善詒に嫁いでいる。陳善詒の父は康煕 54
年乙未科（1715 年）の進士で翰林院編修を経て侍読にいたった27 陳邦直であり（乾隆丙辰
博学宏詞文淵閣大学士劉綸「故浙江塩駅道副使趙公墓誌銘」巻十五，世編第五，17 頁），陳
善詒（雍正 8・1730-乾隆 40・1775 年）は正二品蔭生であった28。次に，陳善詒の娘が殿撰








































11 人の進士及第，35 人の挙人，秀才 198 人を出した。劉統勲とその子の劉墉は大学士にの
ぼり，位を極めた，康煕 ･ 乾隆・嘉慶朝の名臣である」35 と紹介している。ただし，諸城劉
氏の歴史は比較的新しい。張傑氏によれば，諸城劉氏は明代には一人も官僚を出さなかった
が，清代に入ってから官途につきはじめ，「劉攀龍が道光朝で挙人になったとき，（中略）劉
氏は進士 11 人，挙人 29 人，合計 40 人を出していた。そのうち雍正・乾隆両朝が 21 人で，




　少し詳しくみてみると，（19）の劉棨は康煕 24 年乙丑科（1685 年）の進士37 であり，康






























留郷八房の婚姻である。（42）の趙誠之は留郷八房 31 世にあたり，道光 23（1843）年生ま







家系 世 名 妻の父（父の姉妹の夫）
会理公 27 趙宜璋 国学生・呂丹書
念普公 27 趙恩訓 国学生・呂丹書
殿撰公 28 趙彙男 安徽省泗州盱貽県人，歳貢生・李国縄
殿撰公 29 趙球玉 浙江省杭州府海寧州人，二品廕生・陳善詒
殿撰公 30 趙学伊 蘇州府呉県人，国学生・繆璟
殿撰公 31 趙京錫 同里人，附監生・荘貴甲
中書公 30 趙学修 宜興県人・余晋紳












































直隷庁50 については，江寧府51・通州直隷州・太倉直隷州が各 1，松江府 3，鎮江府 9，そし
て蘇州府が 49 である。蘇州府が，常州府をのぞいた江蘇省内の婚姻（64 件）の約 76.5％を
占めている。図 4-4は，表 4-3の江蘇省の部分を図示したものである。娘の夫の本籍地が常
州府内にあるのは 122件（全体の約 72.6％）である。江蘇省内の常州府以外の府・直隷州・















































氏」は明清期に 11 名の進士（状元 1 名，探花 1 名，武進士 1 名をふくむ）を出した60。王













































　繆氏にはこのほか，万暦 29 年の進士・繆国維70（繆彤の祖父），康煕 12 年の進士・繆錦
宜71（父は繆慧遠），康煕 27年の進士・繆継譲72（父は繆慧遠），雍正元年の進士・繆曰芑73（兄
は繆曰藻），乾隆 2 年の進士・繆遵義74（父は繆曰藻），乾隆 4 年の進士・繆敦仁75（父は繆
曰藻）などがいる。繆国維，繆国維の息子・繆慧遠76，繆曰芑77，繆遵義78，繆曰藻の孫・繆
珽79 らについての記述には，学問や医学に親しみ，官位に執着の薄い様が描かれている。








18 歳で次男・趙韋玉を産んだあと，乾隆 7（1742）年に 19 歳で亡くなった。2 番目の妻が
蘇州府呉県の繆氏であり，趙覲男が入贅した。繆氏は，三男と四男を幼時になくしたあと，
― 24 ― ― 25 ―

















氏 本籍地 生年 没年 墓所 兄弟の順
行（兄弟






































































































































































































































― 26 ― ― 27 ―
　趙覲男が妾・包氏を迎えたのが，繆氏の生前なのか没後なのかは記されていないが，繆氏
が亡くなったのが乾隆 40（1775）年であり，乾隆 23（1758）年生まれの包氏はそのとき 17
歳であったこと，八男の趙渭玉を産んだのが 25 歳であったことを考えると，正妻である繆
氏の死後に妾を入れたと考えるほうが妥当ではなかろうか。繆氏が亡くなったのは乾隆 40
















は，すべて蘇州府の学籍（蘇州府学 2，元和県学 5，長洲県学 2）である。第三に，先妻の
息子たちは常州府に埋葬され，入贅先の蘇州で生まれた息子たちは，妾の息子も含めて，判
明するかぎり，すべて蘇州府に埋葬されている。判明する男子の墓の場所は，呉県 14，元
和県 5，長洲県 8 である。墓所には，しばしば「祖塋」という言葉が出てくるが，これらは
すべて蘇州の墓所なので，趙氏ではなく繆氏の「祖塋」と考えられる。「厝」は，安置また






に属する 6県の進士は合計 652名，そのうち明代が 405名，清代は 247名であった。明・清
代の徽州属県の進士数では，歙県が第一位（282名）であった。清嘉慶 25（1820）年，徽州
府六県の人口は 247万 4839人，面積は 9600平方キロ，人口密度は 1平方キロあたり 257.80





























先述の「イトコ婚」と同様に，人類学の研究対象の一つである。Wolf 氏と Huang 氏によ
れば，「妻方居住婚」の女性側には，家系の保存と労働力の増加などの目的があった85。男































































































家系 世 名 岳父 備考
























































































　図 4-8 は，常州府城である。雍正 2 年に武進県を分けて陽湖県，無錫県を分けて金匱県，
宜興県を分けて荊渓県が置かれた107。この図からは，常州府城に武進県と陽湖県の役所が混
在していた様子がわかる。図 4-9 は表 4-2 の常州府の部分，図 4-10 は表 4-3 の常州府の部
分を図示したものである。
　妻の本籍地では，「同里」すなわち武進県・陽湖県が 198 件（全体の約 59.4％，常州府の
約 82.1％）を占めている。常州府内の武進県・陽湖県以外の県は，靖江県 1，無錫県 4，江
陰県 13，宜興県 25 であり，宜興県が他を大きく引き離して首位である。娘の夫の本籍地で
は，「同里」が 107 件（全体の約 63.6％，常州府の約 87.7％）を占めている。常州府内の武










































































































































































































































 1 第一節注 10に記したように，「殤」は 19歳までに亡くなったことを指すと考えられる。
 2 本籍地について，「支譜」では「籍貫」という語が使われている（巻首，凡例，7 頁）。「明朝の
進士の場合，籍貫には戸籍と郷貫の区別があり，戸籍にはまた各種の籍別があった」（朱保炯・







 3 たとえば，太原公分世 26世・趙鳳詔の娘の一人が嫁いだ劉純煒は，「支譜」には「雍正丙午科挙
人」と記されているが，乾隆 4年己未科（1739）に進士に合格している（前掲『明清進士題名碑
録索引』2710頁）。
 4 Eugene Cooper and Meng Zhang, “Patterns of Cousin Marriage in Rural Zhejiang and in 
Dream of the Red Chamber,” in The Journal of Asian Studies （52: 1）, February 1993, pp. 98-
100.







11 伊原弘「宋代婺州における官戸の婚姻関係」『中央大学大学院論究』1974年（第 6巻第 1号）34頁。
12 伊原弘「宋代官僚の婚姻の意味について―士大夫官僚の形成と変質―」山川出版社編『歴史
と地理　世界史の研究』1976年 11月第 89号（254号）15頁。
― 38 ― ― 39 ―
13 同上，16頁。
14 同上，16頁。
15 Robert P. Hymes, “Marriage, Descent Groups, and the Localist Strategy in Sung and Yuan 
Fu-chou,” in Patricia Buckley Ebrey and James L. Watson eds., Kinship Organization in Late 
Imperial China   1000-1940, University of California Press, 1986, p. 97.
16 Ibid., pp. 97-98.
17 Ibid., p. 98.
18 Ibid., p. 96.
19 Ibid., p. 103.
20 Ibid., p. 101.
21 Ibid., p. 106.
22 Ibid., p. 102.
23 Keith Hazelton, “Patrilines and the Development of Localized Lineages: The Wu of Hsiu-
ning City, Hui-chou, to 1528,” in Kinship Organization in Late Imperial China   1000-1940, 
p. 160.
24 Susan Naquin, “Two Descent Groups in North China: The Wangs of Yung-p’ing Prefecture, 
1500-1800,” in Kinship Organization in Late Imperial China   1000-1940, p. 225.
25 崔来廷『明清甲科世家研究』知識産権出版社，2013年，414頁。
26 陳其元撰，楊璐点校『庸閒斎筆記』中華書局，1997年，前言 1頁。































42 Eugene Cooper and Meng Zhang, “Patterns of Cousin Marriage in Rural Zhejiang and in 
Dream of the Red Chamber,” p. 96.
43 これは構造的に「母方交叉イトコ婚」に相似しているという（ibid., p. 102）。史湘雲には薛宝釵
と違って王氏の後ろだてがなかった（ibid., p. 104）。
44 Ibid., p. 102.






















53 順治 2（1645）年に「江南巡撫」が置かれ，蘇州に駐在し，江寧・蘇州・松江・常州・鎮江 5 府
を管轄した。順治 18 年に江南巡撫は「江寧巡撫」と改称され，やはり蘇州に駐在した。康煕 25
年に江寧巡撫は「江蘇巡撫」と改称された（前掲『清代典章制度辞典』270頁）。
54 前掲『蘇州与徽州― 16-20世紀両地互動与社会変遷的比較研究』16，336頁。
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4. Marriages in the Zhao Family
 Marriages in the Zhao Family were strikingly localized; about 90% of all them were 
contracted within Jiang-su province; more than 70% were within Changzhou prefecture; 
and roughly 60% were within the two counties, Wujin county and Yanghu county, 
which the Zhao family call their tongli or home.
 In Zhao Family marriages, two anthropological marriage patterns can be dis-
cerned: the father’s sister’s daughter marriage （cross-cousin marriage） and uxorilocal 
marriage. In the Zhao Family, the former occurred frequently when the members 
sought their spouses among cousins who belonged to geographically distant families. 
The latter seems to have been a widely accepted way for elite families, including the 
Zhao Family, to expand their family branch out of their ‘home’ into  other areas with-
in the Lower Yangtze region, although anthropologists studying modern Chinese com-
munities point out uxorilocal or matrilocal marriage is seen as a last resort for poor 
men to find a spouse.
The History of the Zhao Family of Guanzhuang Village
in Changzhou Prefecture （ 4 ）
Kaori Asanuma
